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定期監査の結果について（報告） 

 

 地方自治法第１９９条第４項の規定に基づく監査を実施しましたので、同条

第９項の規定によりその結果を報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



定期監査報告書 

第１ 監査の概要 

 

 １ 監査の種類 

   定期監査 

 

 ２ 監査の実施日時 

   令和５年１０月２７日～１１月２２日 

 

 ３ 監査の主眼及び実施方法 

飯南町の公有財産、物品等の管理が関係法令、飯南町財務規則、その

他規定に基づき適正に執行されているかどうかを主眼として関係書類の

検査と所管課職員から説明聴取を行った。 

また令和４年度から令和５年度に明許繰越、事故繰越をした工事個所

の進捗状況について所管課職員から説明聴取を行った。 

 

第２ 監査対象の概要と監査結果 

 

公有財産、物品等の管理状況について 

 １ 監査の対象 

    財産台帳、備品台帳、公用車管理台帳等が関係法令、飯南町財務規則、

その他規定に基づき適正に管理されているかどうかを主眼として関係書

類の検査と所管課職員から説明聴取を行った。 

  

２ 監査の結果 

・財産台帳 

台帳は整備されているものの、取得、処分、所管換え等の移動はシステ

ム上の固定資産台帳では修正されているが、財産台帳の調整はなされてい

ない。財産台帳の調整を早急に実施されたい。 

公有財産のうち公共施設については、飯南町公共施設等総合管理計画

（平成２９年３月、令和４年３月改定）に基づき、施設の個別方針（令和

４年４月）が定められており、一部実施された個所もあるが具体的な取り

組みがなされているとは言い難い。 

公共施設の個別方針において、解体・除去、譲渡・売却等の方針が定め

られている施設については、地元協議等のうえ年次計画を定め早急に具体

的な取り組みをされたい。 

 



また普通財産においても町が利用する見込みのないものについては売

却・譲渡等を早急に検討されたい。 

・公用車管理台帳 

総務課において管理を一元化してあり、適正な管理状況となっている。 

・備品台帳 

    備品台帳は課毎に台帳は作成されているが、記載漏れ等が見受けられ

る。購入した備品には、備品シールを添付し管理することとなっているが、

添付されていない備品が多数ある。 

   備品台帳に記載された備品（ノートパソコン）が、その課に存在しないな

どの不適切な事例が見受けられた。 

    備品台帳の記載方法の徹底と備品の再点検を実施し、その結果を提出

されたい。 

 

事故繰越、明許繰越の進捗状況について 

 １ 監査の対象 

    建設課（事故繰越２１件、明許繰越５８件）産業振興課（事故繰越１件、

明許繰越８件）について所管課職員から説明聴取を行った。 

 

 ２ 監査の結果 

（建設課） 

事故繰越２１件（うち９件完了、年内完了見込み３件、年度内完了見 

込み２件、未着手５件）未着手個所はいずれも４０万円以下の小災害。 

明許繰越５８件（うち３５件完了、年度内完了見込み１０件、未着手 

１３件）未着手個所１３件の総請負金額１１４百万円余、請負業者数６業

者。 

（産業振興課） 

 事故繰越１件（年度内完了見込み） 

 明許繰越８件（うち６件完了、年度内完了見込み２件） 

     

建設課の未着手個所については、発注者、請負事業者の進捗管理が不 

備であり、早急に対策を講じなければ事故繰越の恐れがある。 

進捗管理、現場管理等を頻繁に実施し、早急に現場着手をするべく業者

を指導されたい。 


